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西
九
州
自
動
車
道
「
伊
万
里
道
路
」
伊
万
里
東
府

招
IC
〜
伊
万
里
西
IC(

仮
称)[

延
長
＝
６
．
６
ｋ
ｍ]

に
お
い
て
は
、
工
事
を
安
全
に
進
め
、
西
九
州
自
動

車
道
の
早
期
開
通
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
前
回
発
行
の
第
４
４
号
（
令
和
３
年

６
月
）
か
ら
の
工
事
進
捗
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。
な
お
、
工
事
の
進
捗
は
、
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※

「
伊
万
里
松
浦
道
路
」
伊
万
里
西
IC
（
仮
称
）
〜

山
代
久
原
IC
間[

延
長
＝
６
．
９
ｋ
ｍ]

に
お
い
て
は
、

一
部
区
間
に
お
い
て
、
調
査
設
計
、
用
地
買
収
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

西九州自動車道・佐賀県内の進捗状況

▲R3.9.30　  撮影

木須地区より　地盤改良工事7

▲R3.9.28　  撮影

二里地区より　地盤改良工事8

至　

唐
津
市

至　

唐
津
市

至　

唐
津
市

至　

松
浦
市

至　

松
浦
市

至　

松
浦
市

▲R3.7.29　  撮影

大坪地区より　工事用道路設置工事4

至　唐津市至　唐津市至　唐津市

伊万里中 IC（仮称）伊万里中 IC（仮称）伊万里中 IC（仮称）

橋台位置橋台位置橋台位置

▲R3.7.29  　撮影

脇田地区より　改良工事5

至　唐津市至　唐津市至　唐津市

▲R3.9.30　  撮影

木須地区より　橋台工事6

1

▲R3.9.30　  撮影

南波多地区より　改良工事
至　松浦市至　松浦市至　松浦市

至　唐津市至　唐津市至　唐津市

▲R3.9.30 　撮影

大坪地区より　函渠工事3

至　松浦市至　松浦市至　松浦市

至　唐津市至　唐津市至　唐津市

伊万里東府招 IC伊万里東府招 IC伊万里東府招 IC伊万里東府招 IC

2

▲R3.9.29     撮影

大坪地区より　改良工事
至　松浦市至　松浦市至　松浦市

至　唐津市至　唐津市至　唐津市

溜め池の機能復旧工事に着手

松浦IC松浦IC

調川IC調川IC

今福IC今福IC今福IC

山代久原IC山代久原IC

楠久IC(仮称)楠久IC(仮称)楠久IC(仮称)

伊万里西IC(仮称)伊万里西IC(仮称)

伊万里東府招IC伊万里東府招IC伊万里東府招IC

南波多谷口IC南波多谷口IC南波多谷口IC

北波多IC北波多IC北波多IC

唐津
千々賀
山田IC

唐津
千々賀
山田IC

唐津IC唐津IC
浜玉IC浜玉IC

二丈鹿家IC二丈鹿家IC

唐津道路（開通済）唐津道路（開通済）唐津道路（開通済）
延長=10.4km延長=10.4km延長=10.4km延長=10.4km

唐津伊万里道路(開通済)唐津伊万里道路(開通済)唐津伊万里道路(開通済)
延長=18.1km延長=18.1km延長=18.1km

伊万里道路伊万里道路伊万里道路
延長=6.6km延長=6.6km延長=6.6km

伊万里松浦道路伊万里松浦道路伊万里松浦道路
延長=17.2km延長=17.2km延長=17.2km
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平成30年3月31日
開通済

平成30年3月31日
開通済

平成30年3月31日
開通済

3
伊万里中IC(仮称)伊万里中IC(仮称)

78

凡　例

開通区間

事業中区間

唐津市

伊万里市

玄海町

福岡県

長崎県

至　松浦市至　松浦市至　松浦市

至　唐津市至　唐津市至　唐津市

至　松浦市至　松浦市至　松浦市

山の掘削が進み、

道路盛土も上がってきました

工事用道路が完成

地盤改良工事を実施中

地盤改良工事を実施中

至　唐津市至　唐津市至　唐津市

伊万里中 IC（仮称）伊万里中 IC（仮称）伊万里中 IC（仮称）伊万里中 IC（仮称）

工事現場へ工事現場へ工事現場へ

函渠の形が見えてきました

橋台工事のための

掘削工事に着手

橋台位置橋台位置橋台位置橋台位置
工事用道路が完成



調査票送付封筒

『自動車起終点調査』にご協力をお願いします！
～令和３年度全国一斉「自動車起終点調査」の実施について～

この調査は、国土交通省が管理する自動車登録情報から調
査対象車両を無作為 に抽出し、ある一日の

自動車の利用状況についてアンケートを
実施するものです。

●ご回答いただきました内容は、道路に関する
様々な問題（渋滞、交通事故、環境など）を解決
するための基礎資料として活用させていただき、
目的以外には使用いたしません。

●抽出した調査対象車両を所有されるお宅に、調
査票（左図参照）を送付いたしますので、調査の
趣旨をご理解いただき、調査へのご協力をお願い
いたします。

お問合わせ先
＜全国道路・街路交通情勢調査　自動車起終点調査サポートセンター＞
　佐賀県全域の方
　：０１２０－１２３－４６２

受付時間：午前９時～午後６時　※日曜・祝日を除く

調査票がお手元に届いた方は、
ご協力をお願いいたします。

表面 裏面

道路の整備効果 未来の道路の使い方渋滞による経済的な損失や環境負荷

調査結果をもとに、新たな道路を整備
した場合の効果を推計することができ
ます。新しい道路をつくるべきかどう
かを決めるために役立てています。

道路の使われ方を把握することにより、
渋滞による損失や環境負荷を定量的に
評価し、今後の対策を立案するために
役立てています。

人中心の道路を目指し、新しい道路空間の
使い方を考えるために役立てています。
また、近年普及が進んでいるカーシェア
リングや将来的に利用が想定される自動
運転車などの新しい交通を考えるために
役立てています。


